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【資料紹介】  

サービスラーニングにおけるカリキュラムの構成要素  

－デベロプメント（Deve］opment）とマネジメント（Management）の側面から－  

倉 本 哲 男  

（九州大学／大学院生／）  
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（1）研究の目的  

（2）研究の方法  

（3）研究の特色・独創的な点  

2。SLカリキュラムのPDS過程論  
～ 内容・方法論的整理 ～  

3．サービスラーニングにおけるカリキュラムの構成要素   

デベロプメント（統合性）とマネジメント（協働性）の側面から  

略記）を取り上げ、カリキュラムマネジメン  

ト論の一断面を理論的・実証的に整理してい  

くことを目的とする。カリキュラムマネジメ  

ントにおいて計画（Plan）・実行（Do）・評価  

（See）の各々のPDSマネジメントサイクル  

が、学校改善（SchoolImprovement）に如何  

にインパクトを与えるかを整理・検証してい  

く。   

SI．カリキュラムマネジメントにおいて学  

習過程との整合性を意識しながら、教育目標  

を達成するために学習者の発達に即した内容  

を捉え、それを組織化し目標に対応するカリ  

キュラムマネジメント論が、教育内容方法上  

の指導系列とそれを支える条件整備の経営活  

動との二系列においてトータルなコンセプト  

であることの理論的整理と実証を試みる。（1）  

（中留武昭『学校経営の改革戦略』1999年、  

pplOO－101．）  

（2）研究の方法   

SLのカリキュラムマネジメントにおいて  

理論的全体構造を明らかにしていく上で、米  

国のケースを取り上げて量的・質的に実証的  

研究を進めていく。その分析視点には、学校  

1．はじめに   

本報告は研究資料の紹介に留まるにすぎな  

いが、ここでは、これまでの研究の経緯を振  

り返ってみる。今一度、研究の目的論・方法  

論、更には研究の特色・独創的な点を再整理  

してみることは、今後の研究の進展にとって  

有意義なことだと考える。   

よって、本研究は、サービスラーンニング  

を分析視点に設定し、カリキュラムマネジメ  

ント論を構築する上で、示唆を得ることを目  

的とし、その意味で有効な資料を整理してみ  

る。  

（1）研究の目的   

カリキュラムマネジメント論は、単なる教  

育内容方法論 （Curriculum＆Instruction）  

の立場に焦点を当てたカリキュラム開発論  

（Curriculum Development）の概念範暗が  

拡大し、組織システム運営（System  

Operation）レベルまで含むマネジメント論  

（CurriculumManagement）であると捉える。   

そこで本研究では、その分析視点にサービ  

スラーニング（Service－Learning、以下SLと  
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経営過程において計画（Plan）・実行（Do）・  

評価（See）、そしてシステム改善を含んで再  

度計画段階へとフィードバックする全経営過  

程を、連続性のカリキュラム開発・経営論と  

捉え、各々のPDS レベルが学校改善及び教  

育の質的向上に如何にインパクトを与えるか  

を理論的・実証的に整理していく。   

すなわち、SLカリキュラムの目標・内容  

・方法・評価における PDS過程の全体像を  

整理することを通して、以上に論じたカリキ  

ュラムマネジメント論が学校改善論に如何な  

る有効性を持ちえるかを研究課題として捉  

え、一定の示唆を得るようとするものである。   

この点に、本研究の特色・独創的な点があ  

ると整理できよう。  

運営・条件整備の意味での経営過程論とその  

内容方法に関する教授・学習過程論にそれぞ  

れ「協働性」（Collaboration）、「連関性」  

（Integration）の概念を基軸に分析していく。   

また、実証的データ収集の方法論は以下の  

通りである。  

①数多くのSL研究団体により、SI．は全米   

レベルに普及している。その普及背景やSL   

カリキュラムマネジメントの方策等を、各   

団体へのインターネットや電子メールの活   

用、更には関係文献研究により、全米レベ   

ルのSL全体像（理論的到達点・実践事例   

の全体像等）を整理する。  

②研究の客観性を確保するために、郵送や電   

子メールなどによる量的調査（アンケート   

調査）を全米の各州教育委員会レベル、各   

学校レベル・SL実践者レベルへ依頼する。  

③SLの研究校を訪問し、学校長、教師、生   

徒、地域等を対象にインタビュー・参与観   

察等を実施し、学校要覧などのカリキュラ   

ムマネジメント関係の書類を収集する。   

以上のように、理論的・実証的な方法論で  

研究を進めていきたい。  

（3）研究の特色・独創的な点   

これまでのカリキュラム開発論は、主とし  

て教師と学習者に関する分野にのみ焦点を当  

てる傾向があり、カリキュラム条件整備の課  

題意識が脆弱であった。そこまで含んだ視点  

からのカリキュラム開発原理をカリキュラム  

マネジメント論として論じるこ とは極めて少  

なかったと言える。カリキュラムのシステム  

運営の視点から考察すれば、カリキュラム開  

発の計画段階（Plan）は学校システム内で構  

築され、その実施段階（Do）も組織的なシス  

テムによって展開されていくものである。ま  

た、そのシステムには単位学校的な視点、カ  

リキュラム行政の視点、更には地域コミュニ  

ティー（Community）に教育経営主体がある  

ケースもあげられる。   

以上のような観点から本研究では、これら  

の要素を典型的に含みこむSLカリキュラム  

に焦点を当てることは妥当だと言える。SL  

2．SLカリキュラムのPDS過程論  

～ 内容・方法論的整理 ～  

まず、SI．カリキュラムのPDS過程に検討  
を加える。全米青年リーダーシップ評議会  

（NationalYouth Leadership Council）のト  

ーレ（Toole）はSLのカリキュラムサイクル  

を計画・実行・評価の段階に分類し（以下、  

PDS過程）、それぞれの段階の理論的特徴を  

以下のように整理している。（James Toole  

andPamelaTool1995）   

ただし、本章では内容・方法論的な視点で  

のPDS過程論である。  

（Dプロジェクトの明確化する段階（Pレベル）   

この段階ではサービスプロジェクトの計画  

立案と実践段階のための準備段階である。   

サービスカリキュラムの計画段階では、矛  

盾葛藤を重視する。学習者である生徒の先行  

経験・既成概念を反省的にリフレク卜してい  

くことでサービスプロジェクトを構成し、立  

案していく。   

そのカリキュラム開発においては生徒が自  

分自身の興味関心を活かしながら仮説を持ち  

意思決定をしていく必要がある。ここでSL  

プロジェクトにはテーマを中心として各教科  

・各領域内容と統合していくケースが多い。  

－80－   
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次なるSLカリキュラムを発展的に開発して  

いくことになる。   

よって、教授学習会手の側面に焦点を当て  

れば、以上のようにSLカリキュラムのPDS  

過程が整理できると言えよう。  

その学習テーマへのアプローチとして、テー  

マを中心とした構造的で発達段階に応じた系  

統的なカリキュラムを開発することから SL  

実践が開始される。   

その学習テーマの概念を深化・拡充するた  

めにもテーマ単元が生徒の興味関心、先行経  

験との連関を図り統合されていくものでなけ  

ればならない。その意味でも学習プロジェク  

トに対するアプローチにおいては、生徒がコ  

ミュニティーのイッシューを明確にしながら  

自覚し、それを内在化していく必要がある。  

② サービス実践をする段階（Dレベル）   

市民性の育成が基本的な教育目標であるか  

ら、学習成果自体よりも学習プロセスを重視  

する段階である。つまり、学習者の興味関心、  

ニーズ等に応じて意思決定をしながらも社会  

的に貢献する心情や態度を重視する段階であ  

る。このサービス活動の結果として学習者の  

人格がより望ましい方向に形成され、民主社  

会の構成員としてのセルフエステイームが高  

まることになる。  

③ 学習の振り返りと新たな理解（Sレベル）   

学習者は、せっかくサービス体験をしても、  

もしも何の反省的な時間を設定しないのであ  

れば、その学習の意味を無意識にで自覚しな  

いままに終わる場合が多い。そこで、サービ  

ス体験の意味を再考する意図的な学習機会を  

提供していくことが重要である。具体的には  

以下のような点について反省的な思考・リフ  

レクション（Reflection）を働かせ、サービス  

活動の再認識と今後の学習の連続を保証する  

活動とする。その重要項目をあげておく。  

・サービス活動を通してコミュニティーの変   

革にどのように関われたのか。  

・サービス活動から新しく学んだ知識をどの   

ような場面で再度活かせるのか。  

・コミュニティーに主体的に関わったことは   

自分にとってどのような意味があったか。  

・どんな人間関係・アカデミックスキルやセ   

ルフエステイームを学んだか。   

これらの反省的認識を活用しサービス単元  

を通して、PDSの各段階とフォローアップ  

段階を通してリフレクションの統合を図り、  

3．サービスラーニングにおけるカリキュラ   

ムの構成要素：デベロプメント（統合性）   

とマネジメント（協働性）の側面から  

本章では条件整備論の視点と内容方法論の  

視点から構成要素について資料を提示する。  

① オンライン調査   

実証的研究を進める上で、インターネット  

を使用して、SLの実践者レベル・実践学校  

レベル・学校区レベル・州レベル・NPO  

（Non Pro丘t Organaization）を含むSL教育  

関係者にアンケート調査を実施中である。   

以下に、その一部を例示する。  

Iam Tetsuo Kuramoto，PhD。Candidatein  

JapanfocuslngOnService－Learnlng。  

Iam working on a research prqjectfor my  

PhD．program and need to survey  

Service－1earnlng PraCtitioners herein the  

UnitedStates．  

Thereis onesurveygeared鮎radmimistrators  
anda secondis directedtoteachers．  

Service－1earnlngisthejoiningofcommunities  

and schools to administer some sort of service 

tothecommunity．  

（e．g．helping the homeless，COnServation  

Prqjects，disasterrelief，Caringfortheelderly，  

schoolto work programs，etC．）Please click  

hereto丘1loutthesurvey．  

http：／／www．haracs．co．jp／questl．html  

http：／／www．haracs。CO．jp／quest2．html  

（アンケート内容の一部は以下の通り。）   

Fromandadministrativepointofview  

Choosethreeofthefo1lowlngthatyoufeelare  

the mostimportant aspects of aservice・  
learning project from an administrative point 

ofdew．  
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day one day，Or blockingitinto the regular  

schedulefordailyservice・1earningtime．）  

6．OrganizationofinstruCtion  

‖Teamteaching”．  

7．Developmentofteachingmaterials．  

② 条件整備と内容方法のチェクリスト   

以下の出典よりチェックリストを要約し、  

筆者が加工したものである。これは「協働性」  

「統合性」の視点から整理できる。  

（出典Learn and Serve America，Essential  

ElementsofService－Learming，1999．）   

1．Makingcleareducationalgoalsformyschool  

through collaboration with community  

members／parentsinservice－1earnlng．  

2．Using service－1earnlng gOals toimprove  

otherschoolgoalsandmakeotherschoolaims  

clear．  

3．Making common goals 簸）r teadlerS Of  

di鮎rentsubjects．  

4．Revitalization ofthe schooIstaff through  

training focused on 色nding out students’  

interests．  

5．Organization of practicalissues such as  

scheduling．（i．e．doing service－1ear血ing all  



サービスラーニングにおけるカリキュラムの構成要素  

サービスラーニングを支援する教育機関の基本的要素（「協働性」の視点カヽら）  

○ミ ッシヨ ニ／（教育目標） とポリ シー  （教育的方策）  
1）効果的なサービスラーニングは、学校レベルと学校区レベルのミッション微音目標）とが協働する。  

SLが学校や学校区の中心的実践として位置付  

けられ、学習の本質的転換としてサービスによ  

る学習の確立とコミュニティーにサービスする  

市民性育成の相互目的でSLを展開する  

SLは学校の教育目標と強固にリンクしてい  

る。その目標に具体的に合致する手段として学  

校レベルで全域員に認知されている  

（市民教育や道徳教育などのように）学  

校区のミッションや学校の教育目標の具  

現化として、教師個人レベルのSLが構  

成されている  

学校や学校区のミッションと関係なく教  

師個人の信念や思いによってSLが創ら  

れている  

SLは学校区と学校  

のミッション倣育  

目標）と協働する  

2）効果的なサービスラーニングIま、実践の質を保証するためにデザインされた学校区のポリシーや学校のポリシーによって支援されている。  

○教育機関の構造と教育的資源  

鋸効果的なサービスラーニングは、その実践の質の保証をするためにコミュニティーの多様な教育機関・教育的資掛こよっても構造的に支援されている。  

レベル1   レベル2   レベル3   レベル4   

学校レベル・学校区  SL実践のために、学校レベルでの現存  SLは正規の学校予算の範囲外の公的・  SLは学校レベルのカリキュラム予算成立の範  レベル引こ加えて、学校と学校区の更なるコ   

レベルでの予算が、  の予算・リソースのやり繰りと自助努力  私的な予算・リソースによっても運営さ  疇ではなく、行政レベル（学校区レベル・州レ  一子ィネーションのために、追加的な予算配分   

SL実践のために位  によって為されている   れる。CNSのようなSLのためにデザ  ベル）での特別プロジェクトと学校レベルが－  が行われる。   

置付けられている  インされた特別奨学金制度や、囁薫訓錬予  体となって協働し、予算確保をする特別なプロ  この予算執行は、学校軌こよりイニシアテイ  

算・道徳教育予算・暴力防止予算t青年  ブがある。   

発達予算などのSLを推進する州がイニ  

シアティブを執る予算が活用される。   

学校区がSL実践の  交通手段は個人的レベルに依拠し、教師  交通手段は学故単位で提供する。学級配  SL実践開始にあたって、担当教師が一定の推  レベル引こ加えて、SL美濃のために特別に   

のために交遣手段を  や生徒が自分自身で責任を持つ。   当予算や他の特別予算でカ／卜する。バ  薦基準を満たしているケースでは、SL実践予  専用の／くスやバンが学校区に用意され、必要に   

提供する  スリくンなどを使用したり、その他の多  

様な手段で生徒輸送をする。学校区専属  

の輸送車や無料の公約機関などを複合的  

に利用する。（RSVPなどの保険保属さ  いる場合  

れた学校区が認める交通機関に限る）   

生徒輸送が必要と認められた場合   

学校のスケジュール  軌師ま現行の授業時間内のみでSL実践  主として教師は正規の授業時間内でSL  授業時間は変更される。＄L実践を学校レベル  SLにとっての障害となるものを検討し積極的   

（日常の時間割・年  を実施している。   の実践化をしている。しかし、軍践を完  で実施するために、必要に応じて学校単位で時  こ学校単位で時間割の組み方をエ夫していく。   

間計画）とSLとの  結するために授業時間を延ばすこともあ  間割を変更することもある。   SLを含む経験主義の教育システムの質を高め   

位置付けが明確であ  りえるが、そのために生徒は他の授莱を  ブロック時間を使用するのが一般的である。  るために、学校で考案される時間斯こは柔軟性   

る。  受けられないこともありえるので、計画  

的でIまない。   が必要である。   

学校関係者・行政が  SLの担当官（行政官）が学校の現行カ  レベル1に加えて、サービスの担当者は  レベル2に加えて、（スタッフ会議・教育局会  レベル3に加えて、サービスの担当者が学校区   

SLをサポートする  リキュラムの範疇でSLに関わるが、十  事前に教師や学食（生徒）と会合を開き可  議・PTA会議など）を含む学校の範囲で十分  における中心的役割を果たし、手作りのプログ  

分に事前準備がなされた状態ではなく、  儲な限り教育的リソースの必要性を協議  に担当者と意見交換をして、サービスの質を向  ラムを作成したりする。そこには全面的で活動  

ときとして教師や生徒の意思が十分には  的な関係機関のサポートがある   

反映されていない。   

学校がSL実践に伴  オフキヤン／くスでの活動であるにもかか  サービスの向上のためにも、学校餞がオ  学校で規定する安全対策書（取り決め）があり、  州レベル・連弗政府レベルのSLの危檀管理に   

う危険性に関する危  わらず、親に対する十分な説明もなされ  リエンテーリングセッシヨンで生徒・親  SLのようなオフキヤン／ミス専門の保険があ  対する一定の政策があり、その保証のための保   

機管理意鼓がある  ていない。学校の保険と運任せで、危険  険制度も明確に位置付けられている   

性に関する十分な配慮がなされていない。   

依存する。   

学校や学校区のコt  各教師は公的な学校区によるアシスタン  SLカリキュラムデザインを支援するア  そのアシスタントが、学校のSLカリキュラム  SLの実践を円滑に実施できるように、正規の   

ディネーションによ  トや支援もなく、個人的努力によっての  シスタント（SL専科ではない）が、その  デザインのために一人やそれ以上との正式契約  のSL職員（フルタイムワーカー）が学校区や   

ってSLが実践化さ  プロジェクトのためにコミュニティーか  

れている   らの支援者を募る場合がある。   

○  職  業  的  発  達  
4）効果的なサービスラー＝ングは、サービスラー＝ングの教育学的・専門的な研修棟会が教師・スタッフ（関係者）に提供されている。  

5）効果的なサービスラーニングは、スタッフく関係者）にネットワークを協働化し、実践の再定義暮再構成のために学校内外で他のスタッフと協働して問題解決にあたるシステム化（研修機会）が確立  

されている。  

レベル引こ加えて、新しく実施されるプログラ  

ムで暇業訓儲的研修である。  

職業的集団（コミュニティー）を理解し、＄L  

授業観察（公開研究授業）のために時間をコー  

ディネートし、他の実践者が観察できる機会を  

設ける。時間と予算の設定はSLカリキュラム  

開発の一端として理解されている。  

レベル2に加えて、SL実践者のための少なく  

とも月に一回は定期的に研修機会が設けられ  

る。スタッフは教材やアイデアを分かち合う。  

実践者相互の実践をリフレク卜し、その実践を  

深化・問題解決する。重要な実践記録やリソー  

スは紹介し合い、議論を交わすことができる。  

偉業訓練研偲基金が、SLに関連する研  

修のために用意されている。時折、SL  

実践者どうしで実践経験を分かち合い、カ  

リキュラム構成に役立つような研修機会  

が設けられている。  

教師は、教師白身のアイディアやリソー  

スの活用によって割引ヒする。しかし、  

SLの公的機関等による構造的支援（研  

修機会等）は整備されていない。  

S Lの実践者にとっ  

て職業的訓練を継続  

的に研修する棲会が  

用意されている  
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内容方法論的視点カヽら （「統合性」 の視点力、ら）  

○  学  習 l＝  関  す  る  要  素   

1）SLの教育的効果を上げるためには、アカデミック教科からのスキル・内容・概念をサービス活動と統合することで生きた知識へと転換することを重視する。この方法論により教科学習そのものにも  

に生徒の興味関心を沸わき立たせる効果がある。  

レベル1   レベル2   レベル3   レベル4   

カリキュラムの目標  ・学習結果はあいまいで、かノキュラム  ー学習結果がさ．らに明敵こ述べられ、少な  ・複数の学習結果があり、その結果がカリキュ  ・レベル引こ加えて、事前に形成したかノキュラ   

の明確化と学習者の  の中心目標とゆるく連関している。  くとも一つはカリキュラムの中心目標と  ラムの中心目標と強く連関している。   ムの中心目標との連関性を超越する切実な鏡台   

教科の既習事項との  連関する。  性を示す。   

連関性を持つ  

学習活動が概念とス  ・学習活動の一つはカリキュラムの中心  ・学習活動の幾つかはかノキュラムの苧  ・全学晋活動は直接的に中心目標に連関する。  ・レベル3に加えて、サービス活動が単なる学   

キルの連用を刺激し、  目標に幾分連関して通常の学習に付加的  際的な内容と連関し、全サービス活動の  コア概念とスキルの適用は、常にサービスとリ  習コースの要件以上に放念とスキルの広い範囲   

それを獲得していく  に加えられる。   中でコアの概念とスキルに連関すること  での獲得と転用を刺激する   

を生徒に求める。   

高いレベルでの思考  ・生徒はサービスプロジェクトを実行す  ・生徒はサービス活動を実行するために、  ・生徒は高いレベルでの思考スキルを求められ  ・レベル引こ加えて、複合的状況を解決するた   

力や知識の構築・樵  るために低いレベルでの思考スキル程度  新しい情軌こアクセスし、見通しを持つこ  る。情報を複合化して、サービス活動を遂行す  めに願序だてて思考するスキルも獲得する   

成を促進する  しか要求されない   とを求められる   るために新しい意味付け・理解■解決手法を学  

。   

生徒は情報やアイデ  ・生徒はほとんどレポートや討論などの  ・生徒はレポートや討論などを主要なコ  ・生徒は複合的な方法（レポート討論会・ゲラ  ・レベル3に加えて生徒は多様な聴衆者に向け   

アを共有することを  アイデアや±ミュニケーションを要求さ  ミュニケーションの手段とする。しかし、  フィツク等）で、多角的な目標の下ににコミュ  て情報を発信する。   

要求される   れない。概して教師に伝える程度のもの  通常限られた範囲内での活動であり教室  ニケーションを行う。例えば、コミュニティー  

である。   内等である。 メン／トや教師・親1級友等に対してである。   

州や地方教育局の標  ・教師は意図的には生徒の活動を州の凛  ・教軌ま部分的には生徒の活動を州や地  ・教師は直接的に州の標準レベルや地方教育局  ・レベル引こ加えてこSLは公共の知識であり、   

準レベルに連関する  準レベルに連関させていない   方教育局の標準レベルに従うことを意誇  州や地方教育当局の標準レベルに合致する教授  

している   方法で実施している   

2）SLの教育的効果を上げるためには、社会的認諾の発達を促し社会参加に慈極的に貢献する態度を育てるタスクに生♯が詳まする＝  

3）SLの教育的効果を上げるために臥アカデミック教科からのスキル・内容・概念如何にサービス活動と統合できるかを考慮し生徒の学習を効果的に促進するため   

に、学習と評価の一体化を図ることを重視する。  

○サービスlこ関する要素   

4）SLの教育的効果を上げるためには、コミュニティーや学校のニーズを考察し、それに応えるための目標を設定する事を重視する。一方ではそのサービスの効果を実感できるようなサービスタスクを構   

成し、生徒が従事していく。  

レベル1   レベル2   レベル3   レベル4   

サービスの目標が明  目標が生徒にとってクリアにされていな  一つそれ以上のサービス目標が特定され  サービスの特定の目標や長期的目標が全ての参  レベル3に加えて全てのサービス参加者の同意   

様に確定している  い。   ている。しかし、アーチ上にかかる目標は  

生徒にとってクリアーではない。  る。   

（生徒は老人に親密になって世話ができ  

るが社会的福祉制度の整備や年齢を重ね  

ることの人生観等理解が十分ではない）   

何が必要かの明確化  必要性を明確にすることでマイナー概念  サービスの供給者・需要者の立場の人々に  必要性の明確化が重要な意義があり、コミュニ  必要性の明柾化が深化した状態であり、コミュ  

が形成される。あるいは、その概念が重要  とっての必要性の視点から、いくつのか  ティーと参加者の双方にとって受容性を認証す  ニティーヘの重要性を認諾できる（自然災害後  

なものであっても参加者に自覚されてい  ることができる   のコミュニティー復興・長期的に社会的問題に  
ない   関わる）   

サービスタスクとそ  生徒は役立つアシスタンスではあるが、基  生徒は、特別なスキルや知読を持ってエ  レベル2に加えて生徒の以前のサービス活動に  レベル3に加えて、生徒のサービス活動が明ら   

の結果が意義重要性  本的にはコミュニティーエージェンシー  ージェンシーの目的にそって中心的な役  新しい規模（軽験）を加える。生徒を援助せず  かにされたコミュニティーのニーズに対応する   

を持つ   によって支援されている   割を果たすために有効なアシスタントに  救済（援助）を提供できる   

なれる   

5）SLの教育的効果を上げるためには、サービス効果を念頭に置きながら体系的・概略・継続的なリ  フレクションによって評価方法（ポートフォリオ等）を確立する  

サービスの結果の評 価  
評価に、いつ・どこで・どのようになど  

の形式的な形がない。あいまいである。  

評価計画は、教師によって開発され、レ  

ポートインタビュー・デスカッシ］ン  

・質問紙等の方法による印象や情報を集  

めることによって構成されている。これ  

は、概括するためだけのものであり、プ  

ロジェクトを進展させる視点が凱l。  

評価計画は実施前から用意周到に構成されてお  

り、生徒はサービス活動に対して明確な目的意  

諾を持っている。また、サービス活動の構成に  

強い関心を持っている。評価は活動前・中・後  

に実施されプロジェクトをモニターし、改善す  

る手段として位置づけられる。またここから、  

次ぎの段階に改善点を提案し、よりよくプロジ  

ェクトを構築する  

生徒・教師・コミュニティー構成員の全ては評  

価活動に参加している。評価はサービスをする  

人の視点からと受ける偶の凍点からのコメント  

で構成される。評阻ま、コミュニティーの各種  

団体・親・学校関係者等も含めて実施される  
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サービスラーニングにおけるカリキュラムの構成要素  

⊂＞学習とサービスを支援する検討的要素   

6〉SLの教育的効果を上げるためには、そのサービスの選択・構成項行、更にはサービスプロジェクトの評価などにおいて、最大限に生徒の声（要求）に応じ、生徒の意思決定を重視できる。  

レベル1   レベル2   レベル3   レベル4   

生徒の意欲（声）を  教師によって用意された範疇で教師がデ  生徒は教師によって提供された幾つかの  生徒はサービスプロジェクトの選択・デザイン  レベル3と同掛こ、もしも可能であれば教師や   

励ます   ザインしたプロジェクトにしたがって話  選択肢の中から選んで課題選択学習の形  ・実行一評価の全ての段階で自らの意志を反映  コミュニティー構成員からのアド／くイスを踏ま  

動を進める   式を取る   させることができる。   えながらも基本的には、サービスプロジェクト  

の選択・デザイン・実行・評価の全過程で生徒  

自身の実践力によって企画されていく   

支援者としての教師  教師はサービスと学習のほとんどの局面  教師は基本的には学習のほとんどの局面  生徒がサービスと学習の重要な局面に関わる  サービスと学習の全過程において生徒自身が自   

の役割増大   において、管理し指導をしていく   こおいてその指導性が強い偵向にあるが、  際に、教師はコーチ・意欲付をする人t支援者  ら課題を形成し実践できるように、生徒の頑張  

生徒の興味関心を可能な限り活かそうと  りを評価し奨励する。生徒の意見を尊重する態  

する傾向を出始める   度を示す   

7）SLの教育的効果を山ずるためには、サービスの参加者・実践性・結果等の多様な視点を重視する。これによってサービス活動の価値付けができる．  

レベル1   レベル2   レベル3   レベル4   

多様性が討議され価  多様性はサービス前ヰ・後のどの段階で  多様性は評価されてはいるものの、生徒が  多様性はサービス活動の検証にとって一つ  多様性は、サービス活動のリフレクション・問題   

値付けられる  もほとんど議論されることはない。  持ち出したときぐらいにしか意識されず  の重要な鍵とされる。更にかノキュラムコ  解決学習などを含みこんで全活動で重要視される。  

カリキュラム構成上も部分的にすぎない  開発上配慮される点でもある   それは、サービス活動自体ではなくて社会正義と公  

正さの実現に関する社会問題に直面する。   

多様な団体の参加  サービス活動は相対的に同一的性格を持  多様な団体や個人と参加者がともになっ  サービス活動が多様な参加者とともに協働  サービス活動が相互に支持しあった関係性におい   

が奨励される  つ団体同士での支援状態である   て、ひとつの団体が他の団体を援助する状  していく   て、多様なコミュニティー構成員や参加者が広範   

（協働性について）  態である。（生徒が老人の介護をする）  国で協働し含みこむ   

8）SLの教育的効果を上げるためには、コミュニティーを相互的に連関し、コミュニケーション・／トけ一シップを促進する事を重視する。更に、参加者同士の協働性を高めることができる。  
レベル1   レベル2   レベル3   レベル4   

教師と生徒はコミ  教師と生徒は   教師と生徒は   教師と生徒は   レベル3に加えて、教師と生徒自身が、学校外での   

ユニティーの教育的  コミュニティーの資源に関する知識とパ  コミュニティーの資源に関する知識とパ  コミュニティーの資源に関する豊かな知識  コミュニティーと知識を分かち合える情報源となっ   

資源に頼通する  －トナーシップの潜在性の有効利用の軽  ートナーシップの潜在性について乗つか  とパートナーシップの潜在性について獲得  ている。  

験がほとんどない   のキー概念を学習している   して利用できる状態である   

コミュニティーの教  ほんの最小限虔程度の教師・生徒・サー  一つか二つ程度の個人やコミュニティー  サービス遂行の目標達成のために、一つ以  個人とコミュニティー団体は学校をコミュニティー   

育的資源や凱ニコン  ビス／トトナ一における協働性しかない  の代表者が教師t生徒のサービスプロジ  上のコミュニティ」団体が継続的にパート  教育資源としてみなすようになる。枯れれ葉生徒の   

タクトを取れる  状乱教師がプロジェクトをセッティン  ェクトの援助をする状態。あるいは、その  ナーシップ提携を結んでいる状態。  学習とスキルはコミュニティーの問題を解決するた  

グし生徒がそれに従事する関係である。  サービスに関する相談に応じる  めに役立つものであると評価するように至る。   

コミュニケーション  コミュニケーションは不定期であり、無  役割や責任性・サービスの結果については  役割や責任性、更には葛藤や他の大きなイ  コミュニケーションがダイアログに発展し、そこ   

の役割が明確にされ、  計画である。意図的なサービス結果・責  パートナーとともにプロジェクト遂行の  ッシューをまかなう手続きにおいて、プロ  から、ルールや責任性に関する新しい知覚が出現す   

教育的効果（結果）  任t役割などに付いて誤解を招く結果とな  セッティングの軌こ合意がなされている。  ジェクト実行以前から明確な合意がなされ  る。コミュニティーは重要な教育的パートナーであ   

が親の中で認諾され  っている   しかも、プロジェクト完了後に再検討が  ている。コミュニケーションの機能性を保  り、学校も重要なコミュニティー改善のパートナー   

ている  加えられる   持するために／トトナーとの開かれた協働  

性に配慮されている。  

フィード／くックとディスカッションは計画  

的に位置付けられ、その遂行を奨励する   

9）SLの教育的効果を上げるためには、サービス前に生徒達に自己の役計必要なスキル・要求される情針協働する人々への思いやりの感性等を理解し、それらの全ての軽験の様相を含んだ準備をさせ、   

自己とサービス対象の連関性を自覚できる。  

レベル1   レベル2   レベル3   レベル4   

生徒の既習事項・態  プロジェクト分野に関する生徒の先行軽  プロジェクトに先立って教師はそのプロ  レベル2に加えて、プロジェクト分野に閑  レベル引こ加えて、全てのプロジェクトとプ   

虔・スキルを探求す  験を振り返ることなくプロジェクトが計  ジェクト分野に関する現在の生徒の既習  する理解レベルに基づきプリゼンテーシヨ  リゼン終了後に情報を収集して、生徒は次回の参加   

る   画される   事項・スキル・意欲関心態度などの到達度  ンの準備を生徒が実施する。教師にのプ  者のために役立つガイドや教材などを作  

を明らかにする。  リゼンを受けて現段階での生徒の理解度の  

箕同社やディスカッションなどの方法を  

使用して調査する  生徒自身が今後のプロジェクトに必要な準  

備・トレーニング等を決定していく。   

生徒をコミュニティ  プロジェクトの始めに、オリエンテーシ  プロジェクトに先立ち、教師とコミュニ  レベル2に加えて、生徒は自分自身のプロ  レベル2・3に加えて、このプロジェクトを通して   

ーやパートナーとし  ヨンを実施する。   ティーの代表者はサービスに携わる人々  ジェクトを通してのコンタクトに付いての  社会的政治的なイッシューに関しても幅   

て協働してくれる人  やコミュニティーのニーズやエージェン  理解を深め情報を更に収集していく。  広い見識をもてるようになる。   

々のもとへ順応する  シーについての情報などを共有する  自分自身でも自己学習を進めトレーニング  

等もしたりする   これらは生徒が専心するようなプロジェ  

クト例である。   

信用できる安全性の  プロジェクトが始まる前に教師が安全性  教師が安全なパフオ⊥マンスのためにそ  プリゼンテーションに基づき、生徒と教師  生徒の研究に基づき、授業でプロジェクトに   

確尉準備   こついての情報を提供する。   の注意書きなどの情報を提供したり、親も  ま起こりうる危険性を回避するために事前  関する危棲管理計画を発展させる。これはそ  

（学校でやその概場などで）   パートナーの一人になって生徒のプロジ  

ェクトの安全性（授業計画）を監督する   ティーパートナーや教師・教育機関関係者の承認を  

受ける。   

コミュニティーのパ  教師はプロジェクト開始前に学校で一般  授業中に教師やコミュニティーの代表者  教師やコミュニティーの／トトナーが、生徒  教師やコミュニティーの／トトナー・生徒に   

－トナーとしての期  的な期待と役割について生徒に説明する。  が生徒の役割や期待される明確な姿につ  とともに共同的に十分なディスカッション  よってサインされた協働同意書の青写真を生   

特に添う生徒の役割  いて説明を行い、その割り当てを実施する  を行い合意に基づき、期待される姿（仕事）  徒自身が描くことができる。反省を含み、発展的に   

つくりの確立  や役割について明らかにしていく。   状況とともに変容していく。   
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10）SLの教育的効果を上げるためには、カリキュラム実行の中心項目に常にリフレクションを組み込み、そのリフレクションをサービス前・中風各段階で批判的思考力を有効に生かしサービスを検討   

していくことができる。  

レベル1   レベル2   レベル3   レベル4   

リフレクションはサ  リフレクションは時々起こり、通常サービ  リフレクションは継続的にサービスイベ  リフレクションは、サービス活動の前ヰ・  レベル3と同様に、生徒は結果として自分自   

－ビスの前ヰ・後で  スイベント終了後に実施するだけである  ント後になすものである。しかし、サー  後に継続的に行う。   身の洞察力と考え方を発展させて身に付けて   

行う  ビス前と途中においては十分でない  これが典型的なサービスラーニングにおけ  

る特鞍である。   

リフレクションに複  主として一つの方法で生徒をリフレクシ  2・3の方法で生徒をリフレクションに従  メディアや複数の方法で、複数のグルーピン  レベル3に加えて、生徒は自分自身の構想（リ   

合的な方法を取る  ヨンに従事させる（ジャーナル・教師との  事させている。   グでリフレクションを行う   フレクションの道具・ガイドラインなど）を  

面接・生徒によるプロジェクト）  （芸術的・ビジュアル・会話的・レポート的）  

（偉人作業・小グループ・学級全体など）   

リフレクションにお  生徒は個人だけでリフレクションをする  生徒は個人作業と同じように生徒相互に  サービスに参加した生徒全員でその軽験を  全ての団体が含みこまれるというよりは、も   

いて全ての参加者が  （教師との個別面談や個人ジャーナル）  リフレクションをする   分かち合う（生徒・教師・教育ボランティア  っと積極的にリフレクションを協働して実施   

活用する  ・コミュニティーメン／ト・サービスの受  

益者・提供者全ての関係者）   

生徒の全てが高いレ  生徒は主としてサービス軽験を通じて何  生徒は過去も振り返り何が起こったのか、  生徒はサービス軽廉から学習したことを分  レベル3と同様に、社会的責任・公的な政政   

ベルの批判的思考力  が起こったかによってリフレク卜する  軽験を総合的に分析をしてリフレク卜し‘  析し、総合し価値付けをして知識を獲得して  箕・市民性などの拾い視野でのイッシューに   

を活かし方を学習す  始める   いく。更にそれを自分自身の生活と重なり  まで関心を広げ、将来直面するであろう問題解   

る  合わせながら、コミュニティーのイッシュー  

へと視野を広げていく   る。   

全教育活動がカリキ  事前に設定したカリキュラムの目標と合  幾つかのかノキュラム目標とサービスプ  リフレクションはかノキュラムの中心項目  レベル3に加えて、生徒のリフレクションを   

ユラムの目標に連関  致することなくリフレクションが行われ  ロジェクトの連関性を提供できるように  であり、批判的に目標の形成を検討したい  高い思考レベルヘと導き、予知できないもの   

していく   る。   リフレクションが行われる   り、かノキュラムの目標が実践と合致して  

いるのかリフレクションを通して検討する   

‖）SLの教育的効果を上げるためには、生徒のサービスを自認し相互に確認しあうことによって、更なる意欲の喚起が必要である。その手段として祝福／トティー等をすることができる。  

教師は教室内で、生徒のサービス活動の  

効果を認諾し、振り返らせるためにさせる  

ために授業中に反省会などを催す  

レベル2に加え、生徒は教室外での振り返  

りの横会を持つ。  

（生徒アツセンブリ・報道機関の利用・コ  

ミュニティーイベント等）サービス分野で  

の習熟者を招待しての形式的な振り返り認  

諾棲会を持つ  

新しい視野の広がりを持つ。生徒は社会の受  

益者だけではなく、サービスの社会的提供者  

である自身と自覚を持つ  

レベル1に加えて、コミュニティーパー  

トナー・教育関係者・親・コミュニティ  

ーリーダー等を教室に招待してサービス  

活動の貢献について反省会を促す  

公共性（学校内外で）  

が、コミュニティー  

に対する生徒の積捷  

的貢献を認鼓する  
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